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概要

ここでは、RMS SP1 更新の準備手順、更新の実行手順、クラスタとクライアントの更新方法、RMS Version 1.0 との相互運用性、RMS SP1 をインストールした後の削除方法について説明します。RMS SP1 に更新する必要があるのは、既に RMS を展開している組織だけです。RMS を初めて展開する組織は、このドキュメント コレクションの「RMS 展開の計画 」と「RMS システムの展開」のガイドラインに従って、RMS SP1 を展開できます。
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RMS Service Pack 1 (SP1) による展開の更新             

ここでは、すでに RMS が展開されている組織に Microsoft® Windows® Rights Management サービス (以下 RMS) Service Pack 1 (以下 SP1) をインストールする際に役立つ情報について説明します。RMS SP1 に更新する必要があるのは、既に RMS を展開している組織だけです。RMS を初めて展開する組織は、このドキュメント コレクションの「RMS 展開の計画 」と「RMS システムの展開」のガイドラインに従って、RMS SP1 を展開できます。

RMS SP1 は、既存の RMS を削除することなくインストールできます。RMS SP1 のセットアップ プログラムにより RMS がインストールされていることが検出され、必要に応じて追加の機能と設定がインストールされます。

ここでは、次の内容について説明します。

RMS SP1 の更新準備

RMS SP1 の更新

クラスタの更新

RMS クライアントの更新

RMS Version 1.0 との相互運用性

RMS SP1 の削除
RMS SP1 の更新準備

RMS SP1 の更新は、RMS の運用を中断することなく継続できるように設計されています。ただし、RMS サーバーをアップグレードする前に、次の作業を実行することをお勧めします。


構成データベースおよび RMS 秘密キーをバックアップします。詳細については、このドキュメント コレクションの「RMS 展開の計画」にある「RMS システムのバックアップ」を参照してください。


RMS 秘密キーのパスワードを所有していることを確認します。


これまでにログに記録された値を保持する場合は、ログ データベースをバックアップします。


クライアントおよびサーバーにインストールされているオペレーティング システムに対する、最新の重要な更新ファイルおよびセキュリティ更新プログラムがあることを確認します。重要な更新ファイルおよびセキュリティ更新プログラムがすべて揃っていることを確認するには、[スタート] ボタンをクリックして [Windows Update] をクリックし、画面に表示される指示に従います。

RMS SP1 の更新

RMS SP1 のセットアップ ウィザードによって既存の RMS インストールが検出されると、新しいファイルだけが追加されます。または、RMS SP1 用に変更する必要があるファイルだけが置き換えられます。既に正常に RMS を実行している場合は、RMS を引き続き実行するために、RMS SP1 のインストール後に再提供や追加の構成を行う必要はありません。 

クラスタの更新

クラスタ構成に RMS をインストールしている場合は、インストールの更新による影響を最小限に抑えるために、クラスタの更新計画を立てる必要があります。組織に最も適した RMS SP1 の実装方法を決定する際には、次の推奨事項を考慮してください。


最善の手法として、RMS SP1 を一度にクラスタの一部ずつにインストールしていくことをお勧めします。これにより、クラスタのアップグレードがより予測しやすくなり、アップグレード中にサービスの劣化を招く危険性が低下します。 


複数の RMS クラスタが存在する場合は、最初にルート証明クラスタをアップグレードしてから、サブ登録されたライセンス クラスタをアップグレードします。


複数フォレストにわたるグループ拡張を使用している場合は、フォレスト間のグループ メンバシップを拡張する RMS サーバーの機能を損なうことなく、フォレスト内のクラスタを個別にアップグレードできます。


RMS SP1 と RMS Version 1.0 のサーバーは、同時に使用して相互運用することができます。


RMS SP1 のセットアップ パッケージを使用して、サーバーに新しいバージョンの RMS SP1 をインストールすることも可能です。このときに、RMS Version 1.0 をインストールする必要はありません。 

RMS クライアントの更新

新しい RMS クライアントは RMS SP1 に含まれています。RMS SP1 クライアントのセットアップ パッケージを使用して、コンピュータに新しいバージョンの RMS SP1 クライアントをインストールすることも可能です。このときに、RMS Version 1.0 クライアントをインストールする必要はありません。RMS SP1 クライアントは以前のバージョンとの互換性があるため、RMS Version 1.0 を必要とする RMS 対応アプリケーションと共に使用できます。

新しい RMS クライアントでは、次の機能が提供されています。


インターネット経由でクライアントを Microsoft に接続し、ロックボックスをダウンロードする必要がなくなりました。


SMS またはグループ ポリシーを使用して RMS クライアントをインストールする場合に、管理者特権が不要になりました。


RMS SP1 クライアントには、新しいサーバー ロックボックス (サーバー セキュリティ プロセッサ) が含まれており、RMS 対応の Web サービス、または Windows SharePoint® Services や Exchange Server 2003 などのサーバーサイド アプリケーションを使用して、RMS で保護されたコンテンツの使用および再配布を実行できるようになります。このロックボックスは、信頼されたサーバー アプリケーションで使用された場合に、高いパフォーマンスとスケーラビリティを実現できるように設計されています。


RMS クライアントでは、FIPS 140-2 認定暗号化アルゴリズムが使用されます。これにより、RMS クライアントを FIPS に準拠した組織で展開できるようになります。

RMS Version 1.0 との相互運用性

RMS SP1 では、多くの機能が向上してパフォーマンスが強化されているため、テストの完了後にこれをインストールすることをお勧めします。RMS SP1 を実行している RMS サーバーおよび RMS クライアントは、RMS SP1 を実行していない RMS サーバーおよび RMS クライアントとの完全な相互運用性が確保されていますが、両者が混在している環境では、次のような機能の相違点があることに注意してください。


RMS SP1 を実行しているサーバーのみがオフライン登録を実行できます。


RMS SP1 を実行しているクライアントのみがセルフライセンス認証機能を持ちます。


次の表に、両者が混在する環境でサポートされる機能を示します。

	RMS サーバーのバージョン
	RMS Version 1.0 クライアントでサポートされる機能
	RMS SP1 クライアントでサポートされる機能
	両クライアント (RMS Version 1.0 と RMS SP1) が混在する環境でサポートされる機能

	1.0
	以前のバージョンの全機能。

サーバーのオフライン登録なし。サーバーの登録はインターネット経由で行う必要があります。

クライアントのセルフライセンス認証なし。
	以前のバージョンの全機能。

サーバーのオフライン登録なし。

クライアントのセルフライセンス認証。
	以前のバージョンの全機能。

SP1 クライアントの場合、クライアントはセルフライセンス認証されます。

Version 1.0 クライアントの場合、クライアントのライセンス認証はインターネット経由で行う必要があります。

	SP1
	以前のバージョンの全機能。

サーバーのオフライン登録。

クライアントのセルフライセンス認証なし。
	SP1 の全機能。

サーバーのオフライン登録。

クライアントのセルフライセンス認証。

サーバーのロックボックス。
	以前のバージョンの全機能と SP1 の全機能。

サーバーのオフライン登録。

SP1 クライアントの場合、クライアントはセルフライセンス認証されます。

Version 1.0 クライアントの場合、クライアントのライセンス認証はインターネット経由で行う必要があります。


RMS SP1 の削除

RMS SP1 のインストール後に RMS サーバーの構成を以前の状態に戻す場合は、[コントロール パネル] の [プログラムの追加と削除] を使用して、RMS SP1 を削除します。

注   RMS SP1 のインストール前に構成データベースのバックアップを作成した場合は、そのバックアップを復元して RMS SP1 によるすべての変更内容を完全に除去することができます。構成データベースのバックアップを作成していない場合は、RMS SP1 インストールの構成データベースを復元された RMS 環境で使用できます。復元された RMS 環境では、RMS SP1 インストールによって構成データベースに追加されたフィールドは使用されないため、これらのフィールドが無視されます。
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